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２０２２年度 生田キャンパス高大連携プログラム実施日程 

 

頁 日程 担当者 学部 学科 テーマ 

3 5月 14日 井上 善幸 理工 総合文化教室 手稿が語るもの 

4 5月 28日 金子 弘昌 理工 応用化学科 化学の世界で人工知能を活用する 

5 6月 4日 宮本 龍介 理工 情報科学科 機械学習に基づく画像処理 

6 6月 11日 舘野 寿丈 理工 機械情報工学科 
デジタルエンジニアリングによるもの

づくり 

7 6月 18日 晉 沂雄 理工 建築学科 地震と建築 

8 6月 25日 工藤 寛之 理工 
電気電子生命学科 

生命理工学専攻 
ポストパンデミックのヘルスケア技術 

9 7月 9日 平野 太一 理工 物理学科 インクジェットの物理学 

10 9月 24日 半田 高 農 農学科 花の歴史と多様性 

11 10月 1日 狩野 晃一 農 総合科目 英語の古典にあそぶ 

12 10月 8日 瀬戸 義哉 理工 農芸化学科 植物ホルモンの世界 

13 11月 5日 齋藤 彰 理工 機械工学科 機械の力学 

14 11月 12日 川崎 章司 理工 
電気電子生命学科 

電気電子工学専攻 

エネルギーネットワーク  

～電力の発生から電気が届くまで～ 

15 11月 19日 矢崎 成俊 理工 数学科 防災数学 

16 11月 26日 暁 剛 農 食料環境政策学科 豆類と日本人 

17 12月 10日 川上 直人 農 生命科学科 
発芽の季節はどう決まる？  

-植物のフェノロジー入門- 

☆実施時間：全日程とも土曜日１０：３０～１２：００開催 

☆実施場所：明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 
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「手稿が語るもの」 

日時 5月 14日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 総合文化教室 井上 善幸先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

みなさんは、作家が残した原稿などをご覧になったことがあ

りますか。活字になったものは、見た目も整然としており、読み

やすく、頭に入りやすいですね。でも、活字になる以前の、作家

の残した原稿や書簡には、印刷されたものを見ただけでは想

像もつかないような、不思議な魅力が潜んでいます。その魅力

の一端を、作家の残した手稿や書簡などを手がかりに、作品と

比較しつつ説明してみたいと思います。 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

受講日が近づいたらお伝えします。 

備考（参考図書な

ど） 

同上。 
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「化学の世界で人工知能を活用する」 

日時 5月 28日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 応用化学科 金子 弘昌先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

化学において、例えば医薬品となる化学構造を設計すること

を考えます。まず、これまでのたくさんの実験結果 (この化合

物は薬になった、この化合物は薬にならなかった、といったデ

ータ) を使用して、薬となる化合物がもつ共通の化学構造的な

特徴を理解する人工知能を、データから作ります。その人工知

能を使い、未知の医薬品となる化学構造を設計します。今回

は、化学の分野で活躍する人工知能の作り方や使い方、実際

の使われ方について講義します。「化学×人工知能」 の世界

を一緒に覗いてみましょう。 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

特に準備することはありませんが、もしよかったら研究室のウェ

ブサイト https://datachemeng.com/ をご覧になると、講義の

概要が分かると思います。 

備考（参考図書な

ど） 

当日の持ち物や参考図書はありませんが、先のウェブサイト 

https://datachemeng.com/ に今回の講義に関連する化学・化

学工学・人工知能についての情報があります。 
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「機械学習に基づく画像処理」 

日時 6月 4日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 情報科学科 宮本 龍介先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

近年、機械学習に関する技術の発展により所謂「人工知能」

の性能が劇的に向上している。本講義においては、講師の運

営している研究室における、機械学習を利用した画像処理に

関する最新の研究成果の紹介を行う。これに加えて、機械学

習における最も基本的な学習手法である最小二乗学習の紹介

を行い、その原理は高校数学の延長上にあることを解説する。

本講義を通して先端技術に興味を持ち、それを支える理論が

高校数学と関連が深いことを学んでもらいたい。そして、期間

テストの点数を良くすることを目的とした丸暗記型の学習に意

味が無いことおよび思考力を向上させる訓練の大切さに気付

かせることが大きな狙いである。 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

2次関数についてしっかり勉強しておいて下さい。 

備考（参考図書な

ど） 

途中でちょっとした問題を解いてもらうので筆記用具を持参し

て下さい。 



6 

 

「デジタルエンジニアリングによるものづくり」 

日時 6月 11日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 機械情報工学科 舘野 寿丈先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

航空機から自動車、家電製品まで、製品は多くの部品が組

み立てられて製造されます。製品を使う人は製品全体の機能

や性能だけが気になりますが、製品を設計したり製造したりす

る人は、一つ一つの部品の性質にまで気を配る必要がありま

す。 

コンピュータのない時代には、この大変な仕事を手作業で行

ってきました。物体の強度、運動の方向や速度、熱の伝わり

方、振動、安定性などの設計、加工計画、生産計画を含め、複

雑な数式を使った計算が沢山あります。時には計算があまりに

煩雑であるために、人の経験に依存することも多くありました。

現在は、このような計算の多くをコンピュータで行えるようにな

り、早く正確に解を導くことができます。 

この講義では、このようなコンピュータを活用した設計・生産

の方法、すなわち「デジタルエンジニアリングによるものづくり」

を紹介します。 

 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

特になし。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 
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「地震と建築」 

日時 6月 18日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 建築学科 晉 沂雄先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

世界各地では様々な地震が発生しており、その中で、日本

は地震が最も多く発生する国の一つです。そのため、人的およ

び物理的被害など、大小様々な地震被害が報告されています

が、このような地震は今後も継続して起こるものです。 

本講義では、今まで日本で発生した大きな地震被害や、その

地震被害を防ぐために考案された建築構造システム等につい

て紹介します。 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

特になし。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 



13 

 

「機械の力学」 

日時 11月 5日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 機械工学科 齋藤  彰先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

身の回りにある多くの機械は、力を受けて動いています。例

えば自動車は、エンジンやモータで発生した力によってタイヤ

が回転し、タイヤが路面から受ける力によって自動車が前に進

むことができます。モータの内部に注目すると、電磁力と呼ば

れる力が発生してモータが回転しますが、同時に機械内部に

小さな振動が発生して「キーン」という音が出たりします。このよ

うに、物体が力を受けて動いたり変形したりすることを考える学

問を広く力学と呼びます。 

本講義では、身近にある物体や機械を例に、物体の運動・

振動についてお話をしたいと考えています。 

 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

特になし。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 
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「エネルギーネットワーク ～電力の発生から電気

が届くまで～」 

日時 11月 12日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 
理工学部 電気電子生命学科電気電子工学専攻 川崎 章司

先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

本講義では、電気エネルギーすなわち電力の発生から送

電・変電・配電を通して家庭などの需要家に供給されるエネル

ギーネットワーク（電力システム）について、機器や設備という

ハード面と、それらを運用・制御するソフト面の両面から学びま

す。また、最新技術の開発状況や将来技術動向について紹介

します。 

エネルギーネットワークは、現代社会を現実に動かしている

重要なインフラ（社会基盤）ですので、本講義によって基本的な

事項の理解を深めてください。 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

普段私たちが空気や水のように当たり前のように使っている電

気がどのように作られ送り届けられているのか、関心を持って

受講してください。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 
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「防災数学」 

日時 11月 19日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 理工学部 数学科 矢崎 成俊先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

天災、人災など日本は土地柄、多くの災害にみまわれる。 

本講座では、そのような災害の中でも、燃焼、鎮火、避難、感

染症流行などの問題に特化して、数学モデルを考える。 

そして、いかに最小限のモデルで、必要ならば実験をしつ

つ、本質的に知りたい事柄を得られるのかの試みを紹介する。 

 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

特になし。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 
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「豆類と日本人」 

日時 11月 26日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 農学部 食料環境政策学科 暁剛（シャオガン）先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

豆類（特に大豆・小豆・緑豆）は、私たちの毎日の食生活に

欠かせない作物です。豆類は、東アジア（日本、韓国、中国、

台湾）では、古くから食糧として大切にされ、稲とともに農耕や

食文化を形作ってきました。豆類は、今では油の原料（大豆）・

小豆餡（小豆）・春雨や萌やし（緑豆）として、人びとの暮らしや

産業を支えるだけでなく、世界を動かす作物にもなっています。 

そんな豆類と人間のかかわりを、東アジアの動き（生産、流

通、貿易、消費）に注目しながらみて行くことが本講義の目的

です。 

 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

無理のない範囲で、最寄りのスーパーマーケットや食料品店に

立ち寄り、豆類商品（大豆油や大豆醤油、豆腐、あずきパンや

あずきバー、春雨、萌やしなど）の値段を確認してください。 

備考（参考図書な

ど） 

特になし。 
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「発芽の季節はどう決まる？ ー植物のフェノロジー入門ー」 

日時 12月 10日（土）１０：３０～１２：００ 

講師 農学部 生命科学科 川上 直人先生 

教室 明治大学生田キャンパス中央校舎３階 ０３０９教室 

講義の内容 

桜の花が必ず決まった季節に咲くのはなぜでしょう？動物の

ように目や神経を持たない植物は、芽生えの季節をどのように

して知るのでしょう？  

植物は環境の変化を鋭敏に感知して、発芽や開花をコントロ

ールする仕組みを持っています。では、その仕組みとはどのよ

うなものでしょう？ウイルスからヒトに至るまで、全ての生物が

共通に持つ遺伝子の働きから、その謎に迫ろうとする最先端

の研究にも触れながら、植物が持つ驚きの能力を紹介します。

また、環境変化に敏感な植物は、温暖化によってどうなるの

か、作物はきちんと育つのか、人の生活にどう影響するかを考

えてみたいと思います。 

 

受講にあたっての

心構え（受講生に向

けて） 

日常生活の中で、「なにか変」とか、「不思議だ」とか、「これ、面

白いけど、何だろう」とか思ったことはないでしょうか？このよう

な感覚や違和感を大切にして、日々を過ごしてください。 

備考（参考図書な

ど） 

「スキマの植物図鑑」 塚谷裕一著 中公新書 2014年 

「植物が出現し、気候を変えた」デイヴィッド・ビアリング著 み

すず書房 2015年 

「発芽と温度：巡りくる季節を感じ取る」吉岡・藤・川上著 種生

物学会編 発芽生物学 文一総合出版 2009年 
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・生田駅から明治大学生田キャンパスへの地図 

 

・生田キャンパス内地図 

 

 



 

 

 

 

 

 


